
 

 

                           

 

 

 

 

長い夏休みを終えて、いよいよ２学期が始まりました。休み中は生活リズムを崩さず、体調管理はできたでしょうか。ま

た、計画的に課題を進め、充実した時間は過ごせたでしょうか。 

１学期末保護者の方々には、暑い中面談にご来校いただきありがとうございました。在籍校やご家庭での様子をお伺

いでき、貴重な時間となりました。１学期の指導を振り返り、２学期も更に生徒達の成長に向けて、指導を充実させてい

きたいと思いますので、今学期もよろしくお願いいたします。 

 

＜一学期の小集団の様子＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

＜エリア合同保護者会＞ 

    

 

 

日常生活における話し合いで重要なことは何

かについて学習しました。コンセンサスは日本語

で「合意形成」の意味であり、多数決ではないと

いうことを踏まえ、ゲーム形式で話し合いを進める

ことができました。自主的に司会や記録などの役

割を担い、結論までたどり着くことができました。 
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生徒数（令和 7 年 9 月 8 日現在） 
府中第二中学校…… 27 名 
府中第六中学校…… 25 名 
府中第九中学校…… 13 名 合計 65 名 

 

＜２学期の予定＞ 

＜一学期の振り返り＞ ＜ゲーム大会＞ 

一学期の振り返りではそれぞれが学期中に意識

して取り組んだこと、二学期に頑張りたいことを考

え、発表することができました。その後に行ったゲー

ム大会では、各小集団のタイプに合わせて協力型

や対戦型のボードゲームに取り組みました。 

８月２9日（金）にエリア合同保護者会を行いました。第一部では子育てトークと題して、テーマに即した内容で

座談会を行いました。「自分の子供のいいところ」や「褒め方で工夫していること」、「子供の思春期ならではの悩

み」についてグループごとに話し合い、保護者の方のお子様への愛情や日々の苦労を共有することができました。 

第二部では都立小児総合医療センター認定看護師の山口真平先生を講師に、「発達障害と発達の気になる児

とのかかわり」についてご講演いただきました。児童思春期精神科の病棟で実践されている発達の気になる子供

たちとの関わり方については我々教員にとっても勉強になる部分も多く、大変有益な時間となりました。参加された

皆様におかれましては、どの子にとっても家庭や学校が安心する居場所、輝くことができる場であるために今できる

ことは何かを考える機会になったのではないかと思います。 

＜コンセンサスゲーム＞ 


